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代表取締役

業　　　　　種

従業員（構成員）数

４ 代表者　職・氏名
職　　　　　名

氏　　　　　名

9 事業所

昭和設計株式会社

http://www.shizuoka-showa.co.jp

静岡県静岡市葵区若松町41番地の1

420-0006

121 人

１３．サービス業（他に分類されないもの）

５ 所　　在　　地

ホームページＵＲＬ

・新規購入社用車は、全て安全システ
ム装着車とし、事故削減を図る
・一定年齢の従業員への人間ドック受
診の補助

・新規に購入した車は、すべて安全シ
ステムを装着した車とした。事故数は
前年に比べ減少した。
・一定年齢の従業員へ人間ドック受診
の補助を行った。

・新規購入社用車の安全システム装着
車の購入、一定年齢の従業員への人間
ドック受診の補助の継続実施。

・役職に応じたビジネススキル研修の
実施
・資格取得の援助（合格者目標10
名）、講習会への派遣（20名）、社内
勉強会の実施（年5回）

・新入社員、中堅社員、中間管理職の
社員を外部講習会へ派遣した。
・資格取得合格者3名、講習会への派
遣延べ人数62名、社内勉強会の実施各
部の計28回実施。

・役職に応じたビジネススキル研修、
資格取得の援助（合格者目標10名）、
講習会への派遣（20名）、社内勉強会
の実施（年5回）の継続実施。

年12月31日までの取組目標 左記取組目標の達成状況 2022 年12月31日までの取組目標

事業所・団体等又は関連事業者等としての2030年の（又は中長期的な）あるべき姿

国連が提唱する「持続可能な開発目標（SDGs）」を建設コンサルタント業務に繋げ、地域社会に貢献し地域と共に歩み続け
る。

事業所・団体等又は関連事業者等としてのねらい、特徴的な活動

私達の技術は、安全で快適な社会インフラを提供するためにありますが、その地域の将来に渡る環境や住民の暮らしまで踏
み込んだ仕事をしています。私達の技術は、その先にある笑顔をつくるためにあります。

目標に関連する取組内容

・アダプトロード（藤枝市内）への社
会貢献活動参加（年6回）
・静岡市道路サポーター活動（年6
回）
・安倍川清掃活動への参加（年2回）

・アダプトロード活動は年4回行っ
た。
・静岡市道路サポーター活動は、10月
に本社を移転したため、改めて活動内
容を検討していることもあり、回数が
4回となった。
・安倍川清掃活動は、コロナ禍のため
自粛した。（活動実績なし）

・アダプトロード（藤枝市内）への社
会貢献活動参加（年4回）
・安倍川清掃活動への参加（年2回）

ＳＤＧｓ宣言達成状況報告書
　私たちは、宣言書に記載した取組目標の達成状況を次のとおり報告し、持続可能なまちづくりに向けて、次のとお
り取り組むことを宣言します。

報告日 2022

・使用済み切手（100枚）、書き損じ
ハガキ（50枚）の収集
・エコキャップの回収（12㎏）

・使用済み切手（650g）を回収し、地
域活動支援センター静岡光の家へ送っ
た。
・エコキャップ（6.5㎏）は、小さな
親切運動へ送った。
・書き損じハガキは、現在収集中。

・使用済み切手（650g）、書き損じハ
ガキ（50枚）の収集、エコキャップ
（10㎏）の回収。

ゴール 2021

１
事業所・団体等又は
関連事業者等の名称 本社が届け出る場合は、事業所（支店・営業所等）の数

・地域の方が使用できる防災アプリの
作成・提供
・災害時避難所の社屋の提供

・防災アプリを作成し、地元自治会へ
提供した。
・地元自治会の方々へ、災害時に社屋
を避難場所として使用してほしいこと
を伝え、社屋の内覧会を行った。ま
た、地元自治会の方々が災害時に使用
するためのテントを購入した。

・災害時避難所としての社屋の提供を
継続実施。

（記載上の注意）

　 １　取組目標は３つ以上のゴールについて目標を設定し、記載してください。
 　２　取組のない目標については、行ごと削除してください。
 　３　取組目標は、出来る限り定量的に記載してください。
 　４　ゴールとの関連が不明なものは「その他」に記載してください。
 　５　取組目標については、毎年１月に達成状況を報告していただきます。


